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主たる研究テーマ 

Principal Research Subject 
ソビエト「消費社会」の研究 

科学研究費補助金基盤研究(C)「不足のなかの「消費社会」：ソビエトにおける消費財市場の発展」（平成 27

年度～平成 30年度）では、4～9月および 2月にロシア国立経済文書館およびモスクワ市文書館を中心にア

ルヒーフ資料の収集を行った。本年度は長期滞在の貴重な機会を得たので、その間は資料収集に専念した。

そのため、論文執筆は予定通り進んでいないが、本研究課題に引き続き取り組む予定である。 

もう一つの研究テーマとして近年取り組んでいる、満洲国下のロシア企業については、科学研究費補助金

基盤研究(B)「東北アジア辺境地域多民族共生コミュニティ形成の論理：中露・蒙中辺境に着目して」（代

表：岡洋樹）の分担者として研究を遂行し、報告を行った。 

 

（論文） 

・「ロシアにおける投資環境と企業経営：現状と展望」『比較経営研究 第 40号』文理閣、36-38頁、2016

年 3月。 

 

（研究発表） 

・Женщины в Харбине при Маньчжоу-Го: взгляд через проблему потребления одежды, IX World 

Congress of International Council for Central and East European Studies, Makuhari (Japan), 5 

August, 2015.（露語） 

・Communality among Workers of Different Nationalities in Churin Company under Manchukuo, International 

Symposium: Communalized Frontiers of Northeast Asia, Tohoku University, 13 February 2016.（提出論文―英語、

報告言語―日本語） 

・’Changes and Inertia of Russian Firms: 25 Years of Textile Industry’, International Conference: Diversity of 

Institutional Settings and Path-dependency in Transition Economies, Kyoto University, 24 February 2016.（英語） 

 

（レポート） 

・「ロシアのファッション産業」ユーラシア研究所、2015 年 12 月 14 日（http://yuken-jp.com/report/2015/ 

12/14/russian_fashion/） 
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